
１ 川崎市避難所の機能整備及び円滑な管理運営に関する条例 

【危機管理本部（市議会総務委員会発議）】 

平成 23年 3月24日
条 例 第 1 2 号   

（目的） 

第１条 この条例は、避難所として定められた施設について、市民の避難所における生活に資する

ための機能の整備を推進するとともに、避難所の管理運営に関し、市、避難所運営会議及び市民

の責務を定めることにより、避難所の円滑な管理運営を図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところに

よる。 

(１) 災害 災害対策基本法（昭和36年法律第223号）第２条第１号に規定する災害をいう。 

(２) 避難所 災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に、川崎市地域防災計画に定める

ところにより開設される避難所をいう。 

(３) 避難所運営会議 避難所の管理運営を行うため、自主防災組織、施設管理者等により構成

される組織で、避難所として定められた施設ごとにあらかじめ設けられたものをいう。 

（市の責務） 

第３条 市は、避難所として定められた施設について、市民の避難所における生活に資するための

機能の整備に努めるものとする。 

２ 市は、避難所の円滑な管理運営を図るため、避難所運営会議と連携して、前項の施設の利用及

び活用が行われるよう努めるものとする。 

（避難所運営会議の責務） 

第４条 避難所運営会議は、訓練その他避難所の開設に備えた活動を積極的に実施し、避難所の管

理運営が円滑に行われるよう努めるものとする。 

（市民の責務） 

第５条 市民は、避難所の管理運営が円滑に行われるよう、自発的に災害に備えた活動に参加する

とともに、避難所の管理運営に積極的に協力するよう努めるものとする。 

附 則

この条例は、公布の日から施行する。


